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都野津町づくり協議会 

TEL 0855-53-0453 

１ 

 

「都野津町づくり協議会会長」就任に際して 

佐々木 一幸 

 

 四月、二代目「都野津町づくり協議会」会長に就任しました、佐々木一幸です。宜しくお願い

いたします。 

前会長の三浦敏功氏は社会貢献の豊富な経験をもって、町づくり協議会創設時から、会の設立

及び運営に尽力していただきましたが、任期満了をもって退任されることとなりました。私ごと

きが三浦会長の後を継ぐとは夢にも思っていませんでした。会長職のお話しを頂いたとき結論を

どう出せばよいのか考えるとき１５年前、定年退職後Ｕターンした当時のことを想い出しました。 

周囲の誰からも何故島根に帰るのかと問われた時、明快な返答はできませんでした。ただ、退

職後は子どものころ過ごした田舎で生活したいと漠然と思っていました。そのような中で、Ｕタ

ーン生活が始まったわけですが、約４０年間のギャップは大きく、人も土地も知らない世界（特

に妻はそうだったと思います。）にポツリとおかれたような孤独感を味わいました。その原因の一

つが、勤務地が浜田であったため、より地域と疎遠になっていたと思います。それでも週末を利

用して米づくりやシイタケ栽培をやるようになり、この土地に馴染むようになるとともに、地域

の人達との交流が段々とできるようになりました。また、何もわからない中で思い切って参加し

てみた親睦会、隣保の葬儀の手伝い、自治会長役を通じて段々と地域とのかかわりが深まってい

きました。漠然とした想いから、今都野津という地での生活が、実感として捉えられるようにな

ってきたと思っています。このことはその土地が持つ抱擁力、人と社会の繋がり、まさしく地域

コミュニティの恩恵です。自らが受けた恩恵への恩返しと思い、会長職を引き受けることにしま

した。 

 私は、会長就任にあたり次の理念・志をもって職務にまい進したいと思います。町づくり協議

会には果たすべき恒常的な事業もありますが、「町づくり」は町民一人ひとりの力の集大成です。

その力を引き出せるようにすることも会長の務めと認識しております。本会の理念は、「誰もが安

心して住み続けられる町づくり」と申し受けました。そのために、私は会長として、「日本一の町

づくり協議会づくりを目指す」を掲げます。日本一にこだわる理由は、「日本一！」とは組織を活

性化するためのキーワード・合言葉になることからです。ここでいう「日本一」とは、志や気持

ちが日本一であればよく、結果や成果ではありません。誰もが声を掛け合い、明るい町で楽しく

暮らすこと、いつでも心を開き隣近所の人と語り合うこと 

（コミュニケーション）を実践していただきたいと思います。 

若い時はどうしても地域との繋がりは疎遠になりがちですが、 

いずれかこの居住地での現状に浸ることになります。若い方は、 

このことを忘れずに、できる範囲で、町づくりにかかわってい 

ただきたいと思います。「都野津」という言葉が自信を持って言 

える町づくりをしていきましょう。 

                        （佐々木会長記） 
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4/5（木）・フォトコンテスト＆そば打ち体験 

「
楽
し
く
集
っ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
を
去
る
四
月
五
日
（
木
）
に
同
時
開
催 

 

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
戌
年
に
ち
な
ん
で
、
犬
・
そ
の
他
の
動
物
を
愛
護
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
よ

り
、
お
気
に
入
り
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
一
枚
ず
つ
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
日
の
来
場

者
に
、
こ
れ
ま
た
お
気
に
入
り
の
写
真
を
一
枚
選
ん
で
、
投
票
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
を
と
り
ま

し
た
。 

 

ご
家
族
、
飼
い
主
の
思
い
を
込
め
て
台
紙
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
み
展
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
、
抱
っ
こ
し
た
い
よ
う
な
、
思
わ
ず
頭
を
撫
で
た
い
よ
う
な
、
お
の
ず
と
笑
み
が
浮
か
ぶ
愛
ら
し
い
素

敵
な
ペ
ッ
ト
、
十
七
点
の
応
募
で
し
た
。
期
待
大
の
投
票
結
果
は
、 

一
位 

 

佐
々
木 

美
代
子
さ
ん 

二
位 

 

開 
 

 

由
香
さ
ん 

三
位 

 

山
藤 

 

征
昭
さ
ん
で
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
参
加
賞
が
で
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
の
一
員
・
ア
イ
ド
ル

と
し
て
心
い
や
す
素
敵
な
存
在
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
様
・お
世
話
い
た
し
ま
し
た
者
も
、
癒
し
の
ひ
と
時
…
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
の
方
は
、
土
井
名
人
そ
ば
打
ち
と
ゆ
で
る
名
人
、
オ
シ
ド
リ
夫
婦
で
お
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
全
員
に
も
そ
ば
を
ふ
る
ま
う
と
い
う
計
画
で
し
た
の
で
、
六
グ
ル
ー
プ
取

り
組
め
る
道
具
を
各
種
お
持
ち
い
た
だ
き
運
搬
が
重
労
働
。
そ
れ
に
、
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
三
回
に
わ
た

る
水
回
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
支
持
し
て
い
た
だ
き
・
そ
し
て
、
練
り
（
練
る
）
…
の
し
（
伸
ば
す
）
…
の
作

業
…
巧
み
に
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
も
う
少
し
で
す
ね
。
」
「
も
う
い
い
で
し
ょ
う
。
」 

と
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
を
か
け
、
手
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
余
韻
が
ま
だ
耳
元

に
、
手
の
絶
妙
な
さ
ば
き
が
ま
ぶ
た
に
残
っ
て
い
る
ほ
ど
に
…
一
生
懸
命
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が

ら
、
実
演
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
体
験
さ
れ
た
方
々
も
土
井
名
人
の
手
さ
ば
き
、
親
し

み
深
い
口
調
に
の
っ
て
、
う
ま
く
で
き
た
気
分
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

土
井
名
人
は
、
食
後
「
少
し
硬
め
で
し
た
ね
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
佐
々
木
セ
ン
タ
ー
長

は
、
「
僕
は
そ
ば
が
好
き
だ
か
ら
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
よ
。
」
と
、
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

来
場
者
の
皆
様
、
可
愛
い
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
に
見
守
ら
れ
て
の
十
割
そ
ば
の
お
味
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
？ 
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～都野津会館のご利用方法について～ 

５月より次のように変更になっています。 

▼利用予約は、あぷりこ窓口又はお電話にて。℡53-0453 

▼利用料金のお支払いは、あぷりこ窓口又は町づくり協議会口座へ。 

今まで通り、ご気軽にご利用ください。 
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4月 24日（火）天気も良く、午前中授業で昼からあぷりこ 

に帰って来た子どもたちと一緒に、ゴミ拾いをしながら、前 

回訪問したお宅を中心に「資源ゴミの回収のお知らせ」を 

配って歩きました。 

もうすでに資源ゴミが溜まっているお宅からは、きれいに 

洗ったペットボトル・空き缶・トレー・新聞紙等回収して 

帰りました。 

大量にありましたが、子どもたちも張り切ってお手伝いを 

してくれて、その姿を見た地域の方々からおやつを 

頂いたり、お褒めの言葉をかけていただきました。 

月に一度しかない資源ゴミの日に「ゴミ置き場まで遠い」 

  「足腰が痛くて困っている」等、不便に感じておられる方 

のお手伝いも兼ねて、不定期ですが、訪問活動を続けて 

行きたいと思っております。何かお困りごと等ありまし 

たら、あぷりこまでお電話ください。 
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御礼の言葉 

コミセン 2年間の間、事務局・役員・町民の皆様には随分とお世話になりました。1年間には

町民の皆さんが中心になる多くの行事があります。納涼祭・町民運動会・文化祭等々どれをと

っても皆さんの協力がなければできないものばかりです。みんなの力で実施し、有意義で成功

した行事の数々です。夏の暑いときの納涼祭・秋の町民運動会・敬老会・文化祭等々、若手の

役員・自治会長さん・体育部・事業部・福祉部・女性部・婦人会の皆さんが早朝より準備、当

日の役割、後片付けと大変な苦労をなされました。おかげさまで有意義で、素晴らしい大会に

なり、町民の皆さんもきっと満足しておられることと信じています。厚く御礼申し上げます。

我々が住むこの都野津町がますます活性化し、元気な町になり、町民みんなの繋がりがますま

す深まっていけば素晴らしい都野津町になると信じています。今後もみんなで力を合わせ、ど

この町にも負けない素晴らしい都野津町を創っていきたいものですね。                       

前センター長 三浦敏功 

 

●
市
民
一
斉
清
掃 

日
程
：
6
月
3
日
（日
） 

場
所
：
各
町
内
の
指
定
場
所 

●
肺
が
ん
・結
核
検
診 

日
時
：
6
月
8
日
（金
） 

 
 
 

 
 
 

 

9
時
50
分
～
15
時
30
分 

場
所
：
あ
ぷ
り
こ 

（都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

●
に
こ
に
こ
食
堂 

日
時
：
6
月
9
日
（土
） 

受
付
：
10
時
～ 

食
事
時
間
：
11
時
～
30
分
～
12
時
30
分 

場
所
：
あ
ぷ
り
こ
（都
野
津
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

会
費
：
子
ど
も
無
料
・大
人

300
円 

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

日
程
：
6
月
10
日
（日
） 

（詳
細
は
決
定
次
第
回
覧
し
ま
す
） 

場
所
：
津
宮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

●
会
館
カ
フ
ェ 

日
時
：
6
月
15
日
（金
） 

12
時
～
15
時 

場
所
：
都
野
津
会
館 

会
費
：

300
円 

 

ご寄付のお礼 平成３０年５月５日まで 

【香典返し】 

大前 智子様     （故 源二様） 

謹んでお悔やみ申し上げます。 

ありがとうございました。 

問題 8 都野津に初めて鉄道ができ、列車が 

走ったのはどの時代でしょう。 

イ、 明治時代  

ロ、 大正時代  

ハ、 平成時代 

答え ロ、大正時代 4 

 


